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岡 本 かの子 



なって 誰も 興味 を ひく もの はない。 ただ それ 等の 食品 

つ い やす 

に 就て この 店 は 独特な 料理 方 をす るのと、 値段が 廉ぃ 

のとで 客 はいつ も 絶えなかった。 

今から 四 五 年 まえで ある。 「いのち」 という 文字に 

は 何 か 不安に 対する 魅力 や 虚無から 出立す る 冒険 や、 

黎明に 対しての 執拗な 追求 性 —— こういつ たものと 結 

び 付けて 考える 浪曼 的な 時代が あった。 そこで この 店 

頭の 洗い 晒された 暖簾の 文字 も 何十 年来の 煤 を 払って、 

界^の 現代 青年に 何 か 即興 的に もしろ、 一つの ショッ 

クを 与える ようになった。 彼等 は 店の 前へ 来る と、 暖 

簾 の 文字 を 眺め て 青年 風 の 沈鬱 さ で 言う。 



「疲れた。 一 ついの ちで も 喰う かな」 

さば 

すると 連れ はや や 捌けた 風で 

「逆に 喰われる なよ」 

互に 肩 を 叩いたり して 中へ 犇めき 入った。 

と-つ 

客席 は 広い 一 つの 座敷で ある。 冷たい 籐の 畳の 上へ 

ますがた 

細長い 板を桝 形に 敷 渡し、 これが 食 台に なって いる。 

客 は 上へ あがって 坐ったり、 土間の 椅子に 腰かけた 

りした まま、 食 台で 酒 食して いる。 客の 向って いる 食 

品 は 鍋る いや 椀が 多い。 

湯気 や 煙で 煤けた まわり を 雇人の 手が 届く 背丈け だ 

け 雑巾 を かける と 見え、 板壁の 下から 半分 ほど 銅の よ 



寒い 晩にな つた。 坂の 上の 交叉点からの 電車の 軋る 音 

が 前 の 八幡宮の 境内 の 木立の ざわめく 音と、 風の ェ 4. 口 

で 混りながら 耳元 へ 握んで 投げ つ けられる ように も、 

また、 遠くで 盲人が 眩 いている ように も 聞え たりした _ 

もし 坂道へ 出て 眺めたら、 たぶん 下町の 灯 は 冬の 海の 

いさり 火の ように 明滅して いるだろう とくめ 子 は 思 つ 

た。 

客 一人 帰った あとの 座敷の 中 は、 シャンデリア を 包 

んで煮 詰った 物の 句い と 煙草の 煙りと が濛々 としてい 

る。 小 女と 出前 持の 男 は、 鍋 火鉢の 残り火 を 石の 炉に 

集めて、 焙 つてい る。 くめ子 は 何となく 心に 浸み 込む 



ず-つず-つ こしら 

「そうとう、 図々 しい わね。 百 円 以上 も カケを 捲え 

て さ。 一 文 も 払わずに、 また —— 」 

そして、 これに 対してお 帳場 はどうい う 態度 を 取る 

かと 窓の 中を視 いた。 

「困つ ちまう ねえ。 でもお つかさん の 時分から、 言い 

なりに 貸して やる ことにして いるんだ から、 今日 もま 

あ、 持って つてお やりよ」 

すると 炉に焙 つていた 年長の 出前 持が 今夜に 限つ て 

頭 を 擡げて 言った。 

「そり やい けません よお 嬢さん。 暮れです からこの 辺 

で 一 度 かた をつ けなく ちゃ。 また 来年 も、 ずるずる 



もっかなぃ気分の表象としてする仕方話のポーズを^；^ 

に 紹介す る。 

「わしの やる 彫金 は、 ほかの 彫金と 違って、 片切 彫と 

いうので な。 一たい 彫金と いう もの は、 金で 金 を截る 

術で、 なまやさしい 芸 ではない な。 精神の 要る もので、 

毎日 どじょう でも 食わに や 全く 続く ことで はない」 

老人 もよ く老 名工な どに 有り勝ちな、 語る 目的より 

語る そのこと にわれ を 忘れて、 どんな 場合に でも エゴ 

イス チックに 一席の 独演 をす る 癖が ある。 老人が 尚 も 

自分の やる 片切 彫と いう もの を 説明す ると ころ を 聞く 

と、 元禄の 名工、 横 谷 宗珉、 中興の 芸 であって、 剣道 



ぎ 兼ねます。 朝までに 身体が 凍え 痺れる。 わしら 彫金 

師は、 一た がね 一期です。 明日の こと は 考えんで す。 

あなたが、 おかみ さんの 娘ですなら、 今夜 も、 あの 細 

い 小魚 を 五六び き 恵んで 頂きたい。 死ぬ にしても こん 

な 霜枯れた 夜 は 嫌です。 今夜、 一夜 は、 あの 小魚の い 

のち を ぼちり ぼちり わしの 骨の 髄に嚙 み 込んで 生き 伸 

びたい —— 」 

徳 永が 嘆願す る 様子 は、 アラブ 族が 落日に 対して 拝 

こまいぬ うずくま 

する ように 心 もち 顔 を 天井に 向け、 ； ffl 犬の ように 蹲 

リ、 哀訴の 声 を 呪文の ように 唱えた。 

くめ子 は、 われと しもな く 帳場 を 立 上った。 妙な も 



のに 酔わされた 気持で ふらり ふらり 料理 場に 向った。 

料理人 は 引上げて 誰もい なかった。 4- 洲に 落ちる 水の 

滴り だけが 聴え る。 

くめ子 は、 一 つ だけ 捻って ある 電燈の 下 を 見廻す と、 

大 鉢に 蓋が して ある。 蓋 を 取る と 明日の 仕込みに ど 

じょう は 生酒に 漬けて ある。 まだ、 よろ りよろ り 液体 

の 表面へ 頭 を 突き上げて いるの も ある。 日頃 は 見る も 

嫌 だと 思った この 小魚が 今 は 親しみ 易い ものに 見える。 

くめ子 は、 小麦色の 腕 を 捲く つて、 一び き 二 ひきと、 

柄 鍋の 中へ 移す。 握った 指の 中で 小魚 はた まさか 蠢め 

く。 すると、 その 顫動が 電波の ように 心に 伝わって 



刹那に 不思議な 意味が 仄かに 囁 かれる II いのちの 

呼応。 

くめ子 は 柄 鍋に 出汁と 味噌汁と を 注いで、 ささが し 

牛蒡 を 抓み 入れる。 瓦斯 こんろで 搔き 立てた。 くめ子 

は 小魚が 白い 腹 を 浮かして 熱く 出来 上った 汁 を 朱塗 の 

大 椀に 盛った。 山椒 一 つまみ 蓋の 把手に 乗せて、 

飯櫃と 一 緒に 窓から 差し出した。 

「御飯 はいくら か 冷たい かも 知れない わよ」 

老人 は 見栄 も 外聞 もない 悦び 方で、 コ— ルテン の 足 

袋の 裏 を 弾ね 上げて 受取り、 仕出しの 岡 持 を 借りて 大 

事に 中へ 入れる と、 潜り戸 を 開けて 盗人の ように 姿 を 



底本： 「岡 本 かの子 全集 5」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1993 (平成 5) 年 8 月 M 日 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「新潮」 

1939 (昭和 M) 年 ー 月 号 

入力 ： 鈴 木 厚司 

校正 ： 渥美 浩子 

1999 年に 月^日 公開 

2 00 5年9月^:3日修正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



